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栃
とち

木
ぎ

県
けん

の北
ほく

部
ぶ

に位
い

置
ち

する那
な

須
す

野
の

が原
はら

。
日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

では、那
な

須
す

地
ち

域
いき

のうち、那
な

須
す

塩
しお

原
ばら

市
し

、
大
おお

田
た

原
わら

市
し

、矢
や

板
いた

市
し

、那
な

須
す

町
まち

の４つの市
し

町
ちょう

を
那
な

須
す

野
の

が原
はら

としています。
中
ちゅう

央
おう

を蛇
さ

尾
び

川
がわ

と熊
くま

川
かわ

が流
なが

れ、
北
ほく

東
とう

に那
な

珂
か

川
がわ

、南
なん

西
せい

に
箒
ほうき

川
がわ

が流
なが

れています。

最
さい

大
だい

の扇
せん

状
じょう

地
ち

広
こう

大
だい

な原
げん

野
や

があった 水
みず

のない「蛇
さ

尾
び

川
がわ

」 水
みず

がないときの蛇
さ

尾
び

川
がわ

水
みず

があるときの蛇
さ

尾
び

川
がわ

扇
せん

状
じょう

地
ち

とは、川
かわ

のはたらきによって、山
やま

か
ら運

はこ

ばれてきた土
ど

砂
しゃ

がおうぎ状
じょう

に積
つ

もった
地
ち

形
けい

です。那
な

須
す

野
の

が原
はら

は、複
ふく

数
すう

の扇
せん

状
じょう

地
ち

が
合
あ

わさってできた、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の「複
ふく

合
ごう

扇
せん

状
じょう

地
ち

」なのです。

その昔
むかし

、那
な

須
す

野
の

が原
はら

一
いっ

帯
たい

には、那
な

須
す

西
にし

原
はら

と
那
な

須
す

東
ひがし

原
はら

という２つの広
ひろ

い原
げん

野
や

がありまし
た。原

げん

野
や

にはカヤなどが生
お

い茂
しげ

り、家
いえ

の屋
や

根
ね

（茅
かや

ぶき屋
や

根
ね

）の材
ざい

料
りょう

や馬
うま

のエサなどと
して大

たい

切
せつ

に活
かつ

用
よう

されていました。

川
かわ

なのに水
みず

が流
なが

れていない蛇
さ

尾
び

川
がわ

は、那
な

須
す

野
の

が原
はら

の象
しょう

徴
ちょう

的
てき

な風
ふう

景
けい

のひとつです。水
みず

が
地
ち

下
か

にしみ込
こ

んでしまうために水
みず

無
なし

川
がわ

とな
り、ふだんは川

かわ

底
ぞこ

の石
いし

がごろごろと現
あらわ

れて
います。大

おお

雨
あめ

が降
ふ

ったときなどには地
ち

表
ひょう

に
水
みず

が流
なが

れます。

▼▶那
な

須
す

野
の

が原
はら

を開
かい

拓
たく

し
た華

か

族
ぞく

の原
げん

動
どう

力
りょく

のひとつ
には、広

ひろ

い領
りょう

地
ち

をもって
いた西

せい

洋
よう

の貴
き

族
ぞく

に対
たい

する
あこがれがあった。
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那
な

須
す

地
ち

域
いき

に広
ひろ

がる台
だい

地
ち

「那
な

須
す

野
の

が原
はら

」。
本
ほん

州
しゅう

最
さい

大
だい

級
きゅう

の原
げん

野
や

が広
ひろ

がっていたこの地
ち

に、
農
のう

場
じょう

がつくられたのは、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になってから。
農
のう

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な水
みず

がとぼしかった那
な

須
す

野
の

が原
はら

は、
人
ひと

々
びと

の努
ど

力
りょく

で原
げん

野
や

が開
かい

拓
たく

され、
発
はっ

展
てん

していったのです。

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

は、日
に

本
ほん

に西
せい

洋
よう

文
ぶん

化
か

が入
はい

ってきて、国
くに

が発
はっ

展
てん

していこ
うとした時

じ

代
だい

。国
くに

を豊
ゆた

かにする、さまざまな産
さん

業
ぎょう

がさかんにな
りました。そんな時

じ

代
だい

に、本
ほん

州
しゅう

最
さい

大
だい

級
きゅう

の原
げん

野
や

が広
ひろ

がっていた那
な

須
す

野
の

が原
はら

の、農
のう

場
じょう

としての利
り

用
よう

が注
ちゅう

目
もく

されました。そして、明
めい

治
じ

の貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

々
びと

である華
か

族
ぞく

や地
じ

元
もと

の名
めい

士
し

によって、この広
ひろ

い原
げん

野
や

が切
き

り開
ひら

かれていったのです。

蛇
さ

尾
び

川
がわ

の上
じょう

流
りゅう

は土
ど

砂
しゃ

が厚
あつ

く積
つ

もっているため、
水
みず

がしみ込
こ

み地
ち

表
ひょう

には水
みず

が流
なが

れない。下
か

流
りゅう

にい
くにしたがって土

ど

砂
しゃ

が少
すく

なくなるため、水
みず

がわ
き出

だ

して地
ち

表
ひょう

に水
みず

が流
なが

れる。
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の原
げん

野
や

を思
おも

わせるカヤ原
はら

の風
ふう

景
けい

。生
せい

活
かつ

に使
つか

うためのカヤをかる場
ば

所
しょ

を「カヤ場
ば

」という。

▲那
な

須
す

野
の

が原
はら

の中
なか

にたたずむ松
まつ

方
かた

別
べっ

邸
てい

。

扇
せん

状
じょう

地
ち

のしくみ
土
ど

砂
しゃ

が積
つ

もった地
ち

層
そう

は谷
たに

の入
いり

口
ぐち

で最
もっと

も厚
あつ

く、
谷
たに

から離
はな

れるにしたがい薄
うす

くなる。

緑
みどり

色
いろ

の部
ぶ

分
ぶん

が那
な

須
す

地
ち

域
いき

、
その中

なか

の茶
ちゃ

色
いろ

い部
ぶ

分
ぶん

が那
な

須
す

野
の

が原
はら

。

栃
とち

木
ぎ

県
けん

鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

那
な

須
す

地
ち

域
いき

谷
たに

を流
なが

れる川
かわ

川
かわ

が山
やま

から平
へい

地
ち

に
流
なが

れ出
だ

すところ 土
ど

砂
しゃ

の間
あいだ

に水
みず

がしみ込
こ

む

水
みず

が流
なが

れず水
みず

無
なし

川
がわ

になる

下
か

流
りゅう

にいくと
水
みず

がわき出
で

る

山
やま

から運
はこ

ばれてきた
土
ど

砂
しゃ

がたまる
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明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

、那
な

須
す

野
の

が原
はら

を開
かい

拓
たく

するために
各
かく

地
ち

から人
ひと

々
びと

が集
あつ

まってきました。しか
し、那

な

須
す

野
の

が原
はら

は水
みず

がとぼしく、大
おお

勢
ぜい

の
人
ひと

の飲
の

み水
みず

をまかなうことができません。
そこで、地

じ

元
もと

の名
めい

士
し

である印
いん

南
なみ

丈
じょう

作
さく

や矢
や

板
いた

武
たけし

が政
せい

府
ふ

にかけあい、1882年
ねん

（明
めい

治
じ

15年
ねん

）、飲
いん

用
よう

水
すい

路
ろ

がつくられ、那
な

須
す

野
の

が
原
はら

の北
ほく

東
とう

を流
なが

れる那
な

珂
か

川
がわ

から水
みず

を通
とお

しま
した。しかし、農

のう

業
ぎょう

用
よう

の水
みず

を得
え

るためには
さらに大

おお

きな水
すい

路
ろ

が必
ひつ

要
よう

でした。政
せい

府
ふ

に
くり返

かえ

しお願
ねが

いをし、1885年
ねん

（明
めい

治
じ

18
年
ねん

）、とうとう那
な

須
す

疏
そ

水
すい

が開
ひら

かれたのです。

取
とり

入
いれ

口
ぐち

の場
ば

所
しょ

を何
なん

度
ど

か変
へん

更
こう

しながら、那
な

須
す

疏
そ

水
すい

は、現
げん

在
ざい

も使
つか

われています。今
いま

も那
な

須
す

野
の

が原
はら

一
いっ

帯
たい

に水
すい

路
ろ

がはりめぐらされ、農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

や工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

、水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

などに利
り

用
よう

され
て、人

ひと

々
びと

の役
やく

に立
た

っています。
那
な

須
す

野
の

が原
はら

の開
かい

拓
たく

を進
すす

めるにあたり、大
おお

きな問
もん

題
だい

がありました。
それは「水

みず

」です。水
みず

のとぼしい那
な

須
す

野
の

が原
はら

に水
みず

をもたらすため、
地
じ

元
もと

の名
めい

士
し

たちが国
くに

にはたらきかけてできたのが、那
な

須
す

疏
そ

水
すい

です。

印
いん

南
なみ

丈
じょう

作
さく

1831年
ねん

（天
てん

保
ぽう

2年
ねん

）、
現
げん

在
ざい

の日
にっ

光
こう

市
し

に生
う

ま
れる。名

な

主
ぬし

などをつ
とめ、1880年

ねん

（明
めい

治
じ

13年
ねん

）、那
な

須
す

開
かい

墾
こん

社
しゃ

と
いう農

のう

場
じょう

をつくり初
しょ

代
だい

社
しゃ

長
ちょう

になる。

矢
や

板
いた

武
たけし

1849年
ねん

（嘉
か

永
えい

2年
ねん

）、
現
げん

在
ざい

の矢
や

板
いた

市
し

に生
う

ま
れる。名

な

主
ぬし

や県
けん

会
かい

議
ぎ

員
いん

をつとめ、1888年
ねん

（明
めい

治
じ

21年
ねん

）、那
な

須
す

開
かい

墾
こん

社
しゃ

2代
だい

目
め

社
しゃ

長
ちょう

とな
り、のちに矢

や

板
いた

農
のう

場
じょう

をつくる。

◀旧
きゅう

取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

内
ない

部
ぶ

のトンネルのようす。
東
ひがし

隧
ずい

道
どう

（上
うえ

）と西
にし

隧
ずい

道
どう

（下
した

）。

どうやって地
ち

下
か

に水
すい

路
ろ

を引
ひ

いた？
那
な

須
す

疏
そ

水
すい

から各
かく

農
のう

場
じょう

へ水
みず

を引
ひ

くに
は、蛇

さ

尾
び

川
がわ

を横
よこ

切
ぎ

って地
ち

下
か

に水
すい

路
ろ

を通
とお

す必
ひつ

要
よう

がありました。その方
ほう

法
ほう

は、水
みず

無
なし

川
がわ

という地
ち

形
けい

を逆
さか

手
て

に
とったもの。地

ち

中
ちゅう

を掘
ほ

ることなく、
川
かわ

の石
いし

をよけて五
ご

角
かっ

形
けい

に石
いし

を積
つ

ん
で、トンネルをつくってからまた
石
いし

をかぶせるというものでした。
こうして地

ち

下
か

に１本
ぽん

の長
なが

い水
すい

路
ろ

が
できあがりました。

◀蛇
さ

尾
び

川
がわ

の地
ち

下
か

に
通
とお

る水
すい

路
ろ

。水
みず

が上
あ

がって出
で

てくる垂
すい

直
ちょく

方
ほう

向
こう

にU字
じ

形
がた

に
水
すい

路
ろ

をう回
かい

させる
ことで水

みず

を送
おく

って
いる（伏

ふせ

越
こし

、サイ
フォン水

すい

路
ろ

）。

▼那
な

珂
か

川
がわ

の切
き

り立
た

ったがけ
に、トンネルを掘

ほ

ってつく
られた那

な

須
す

疏
そ

水
すい

旧
きゅう

取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

。現
げん

在
ざい

はこの近
ちか

くにつく
られた、新

あたら

しい取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

が
使
つか

われている。

▲那
な

珂
か

川
がわ

の水
みず

を取
と

り入
い

れる那
な

須
す

疏
そ

水
すい

の
取
とり

入
いれ

口
ぐち

。むかって右
みぎ

のがけにあるのが
旧
きゅう

取
とり

入
いれ

口
ぐち

、現
げん

在
ざい

使
つか

われている左
ひだり

の施
し

設
せつ

は1976年
ねん

（昭
しょう

和
わ

51年
ねん

）に完
かん

成
せい

した。　

◀蛇
さ

尾
び

川
がわ

の地
ち

下
か

の水
すい

路
ろ

を通
とお

り、水
みず

が上
あ

がってくるサイフォン出
で

口
ぐち

。出
で

てきた
水
みず

はまた地
ち

上
じょう

の水
すい

路
ろ

を流
なが

れていく。

疏
そ

水
すい

とは、水
すい

源
げん

から水
みず

を引
ひ

くためにつくった水
すい

路
ろ

のことです。那
な

須
す

疏
そ

水
すい

は、
福
ふく

島
しま

県
けん

の安
あ さ か そ す い

積疏水、滋
し

賀
が

県
けん

と京
きょう

都
と

府
ふ

をつなぐ琵
び

琶
わ

湖
こ

疏
そ

水
すい

とともに、日
に

本
ほん

三
さん

大
だい

疏
そ

水
すい

のひとつにあげられています。

安
あ

積
さか

疏
そ

水
すい

❶ 中
なか

が空
くう

洞
どう

になるように、五
ご

角
かっ

形
けい

に
石
いし

を積
つ

み、ならべる。
❷ もとあった川

かわ

底
ぞこ

の砂
じゃ

利
り

や砂
すな

で、石
いし

組
ぐみ

のトンネルをうめる。

❸ １本
ぽん

のトンネルができあがり、地
ち

下
か

のトンネルに水
みず

が流
なが

れる。

那
な

須
す

疏
そ

水
すい

琵
び

琶
わ

湖
こ

疏
そ

水
すい

出
で

口
ぐち

上
あ

げる

下
さ

げる

水
すい

路
ろ

入
いり

口
ぐち

西
にし

岩
いわ

崎
ざき

取
しゅ

水
すい

口
こう

第
だい

一
いち

分
ぶん

水
すい

第
だい

二
に

分
ぶん

水
すい

第
だい

三
さん

分
ぶん

水
すい

第
だい

四
よん

分
ぶん

水
すい

那
な

珂
か

川
がわ

熊
くま

川
かわ

蛇
さ

尾
び

川
がわ

箒
ほうき

川
がわ

那
な

須
す

疏
そ

水
すい

本
ほん

幹
かん
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カヤ原
はら

と石
いし

ころが多
おお

く、やせた原
げん

野
や

を開
かい

墾
こん

し、那
な

須
す

野
の

が原
はら

にはじめて
農
のう

場
じょう

ができたのが、今
いま

からおよそ 140 年
ねん

ほど前
まえ

。40もの農
のう

場
じょう

ができ、
そのうち華

か

族
ぞく

の経
けい

営
えい

する農
のう

場
じょう

は 19農
のう

場
じょう

にもなりました。

▲（上
うえ

）大
おお

山
やま

農
のう

場
じょう

のウシと牧
ぼく

夫
ふ

と家
か

畜
ちく

舎
しゃ

 
(昭
しょう

和
わ

前
ぜん

期
き

)。
（中

なか

）千
せん

本
ぼん

松
まつ

農
のう

場
じょう

のヒツジの放
ほう

牧
ぼく

と松
まつ

方
かた

別
べっ

邸
てい

(昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

)。　写
しゃ

真
しん

：個
こ

人
じん

蔵
ぞう

（下
した

）千
せん

本
ぼん

松
まつ

農
のう

場
じょう

のトラクター（1931年
ねん

（昭
しょう

和
わ

６年
ねん

）ごろの写
しゃ

真
しん

）。
「東

とう

京
きょう

三
み

田
た

農
のう

具
ぐ

製
せい

作
さく

所
しょ

製
せい

造
ぞう

農
のう

具
ぐ

類
るい

之
の

図
ず

１」

▲春
はる

の風
ふう

景
けい

　土
つち

づくり ▲夏
なつ

の風
ふう

景
けい

　作
さく

物
もつ

の収
しゅう

穫
かく

▲秋
あき

の風
ふう

景
けい

　牧
ぼく

草
そう

がり

那
な

須
す

野
の

が原
はら

の農
のう

場
じょう

開
かい

拓
たく

では、まず県
けん

営
えい

那
な

須
す

牧
ぼく

場
じょう

が1878年
ねん

（明
めい

治
じ

11年
ねん

）に開
ひら

かれ
ました。その後

ご

、地
じ

元
もと

の名
めい

士
し

たちにより
結
けっ

社
しゃ

農
のう

場
じょう

や個
こ

人
じん

農
のう

場
じょう

がつくられました。
ウシやヒツジを育

そだ

てたり、ブドウ栽
さい

培
ばい

を
したりと、西

せい

洋
よう

の農
のう

作
さく

物
ぶつ

がつくられてい
きました。さらに東

とう

京
きょう

から近
ちか

いこともあ
り、華

か

族
ぞく

たちも農
のう

場
じょう

経
けい

営
えい

に乗
の

り出
だ

します。

松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

（p7）が開
ひら

いた千
せん

本
ぼん

松
まつ

農
のう

場
じょう

がもとになっ
ている牧

ぼく

場
じょう

です（現
げん

在
ざい

はホウライ株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

が経
けい

営
えい

）。
1946年

ねん

（昭
しょう

和
わ

21年
ねん

）からウシの飼
し

育
いく

など酪
らく

農
のう

を
はじめ、今

いま

では観
かん

光
こう

牧
ぼく

場
じょう

としても人
にん

気
き

があります。
今
いま

の那
な

須
す

野
の

が原
はら

には牧
ぼく

場
じょう

がいくつもあり、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の放
ほう

牧
ぼく

風
ふう

景
けい

のおもかげを残
のこ

しています。

酪
らく

農
のう

中
ちゅう

心
しん

の観
かん

光
こう

牧
ぼく

場
じょう

。1948
年
ねん

（昭
しょう

和
わ

23年
ねん

）から開
かい

拓
たく

され、
1964年

ねん

（昭
しょう

和
わ

39年
ねん

）ごろか
ら酪

らく

農
のう

専
せん

業
ぎょう

になりました。

市
し

営
えい

の放
ほう

牧
ぼく

場
じょう

。原
げん

野
や

が広
ひろ

がる国
こく

有
ゆう

林
りん

野
や

を、1965年
ねん

（昭
しょう

和
わ

40年
ねん

）に造
ぞう

成
せい

して放
ほう

牧
ぼく

場
じょう

にしました。

乳
にゅう

用
よう

牛
ぎゅう

の効
こう

率
りつ

的
てき

な育
いく

成
せい

を目
もく

的
てき

とした共
きょう

同
どう

牧
ぼく

場
じょう

です。
1968年

ねん

（昭
しょう

和
わ

43年
ねん

）に完
かん

成
せい

しました。

1885年
ねん

（明
めい

治
じ

18年
ねん

）に描
えが

かれた那
な

須
す

野
の

が原
はら

の牧
ぼく

場
じょう

の風
ふう

景
けい

。奥
おく

に肇
ちょう

耕
こう

社
しゃ

（p７）
の事

じ

務
む

所
しょ

と、手
て

前
まえ

に放
ほう

牧
ぼく

されているウシ
が見

み

られる（高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

「鑿
さく

道
どう

八
はっ

景
けい

」より
下
しも

野
つけ

那
な

須
す

郡
ぐん

三
み

島
しま

村
むら

平
へい

野
や

牧
ぼく

牛
ぎゅう

）。

Minamigaoka Farm

Senbonmatsu Farm

Nasu Communal Farm

Grazing Farm of Oya 
in Ohtawara city
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那
な

須
す

野
の

が原
はら

に競
きそ

うように農
のう

場
じょう

をつくり、開
かい

拓
たく

をおしすすめた
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

たち。正
せい

確
かく

には「華
か

族
ぞく

」といい、その中
なか

には、
明
めい

治
じ

維
い

新
しん

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

で活
かつ

躍
やく

した人
じん

物
ぶつ

も多
おお

くいます。
▶青

あお

木
き

周
しゅう

蔵
ぞう

の娘
むすめ

、青
あお

木
き

ハナ。周
しゅう

蔵
ぞう

は、外
がい

交
こう

官
かん

としてドイツにお
もむいた際

さい

に出
で

会
あ

ったドイツ貴
き

族
ぞく

の令
れい

嬢
じょう

エリザベートと結
けっ

婚
こん

し
て、一

ひと

人
り

娘
むすめ

のハナが生
う

まれた。

▲鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

貴
き

婦
ふ

人
じん

慈
じ

善
ぜん

会
かい

図
ず

高
こう

官
かん

の夫
ふ

人
じん

たちが鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

で
バザーを行

おこな

っているところ。

日
に

本
ほん

の貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までは天
てん

皇
のう

につかえる公
く

家
げ

などのことを指
さ

しま
した。対

たい

して「華
か

族
ぞく

」は、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に
新
あたら

しくつくられた貴
き

族
ぞく

階
かい

級
きゅう

の身
み

分
ぶん

です。
明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

のもと国
くに

の制
せい

度
ど

が変
か

わり、そ
れまで藩

はん

主
しゅ

（大
だい

名
みょう

）がおさめていた藩
はん

が
なくなって政

せい

府
ふ

が管
かん

理
り

する県
けん

となり、大
だい

名
みょう

は藩
はん

主
しゅ

でなくなりました。身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

たちの地
ち

位
い

を保
たも

つため、公
く

家
げ

にく
わえて大

だい

名
みょう

、さらに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

に功
こう

績
せき

の
あった人

ひと

も華
か

族
ぞく

に組
く

みこみました。爵
しゃく

位
い

は上
うえ

から順
じゅん

に、公
こう

爵
しゃく

・侯
こう

爵
しゃく

・伯
はく

爵
しゃく

・
子
し

爵
しゃく

・男
だん

爵
しゃく

の5つに分
わ

けられ、特
とっ

権
けん

と義
ぎ

務
む

などが定
さだ

められました。華
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

は、
1947年

ねん

（昭
しょう

和
わ

22年
ねん

）、日
に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が制
せい

定
てい

されるまで続
つづ

きました。

東
とう

京
きょう

から近
ちか

い場
ば

所
しょ

に、西
せい

洋
よう

の貴
き

族
ぞく

の
ように領

りょう

地
ち

をもちたい。そんな夢
ゆめ

を
抱
いだ

いていたのか、多
おお

くの華
か

族
ぞく

が、那
な

須
す

野
の

が原
はら

に農
のう

場
じょう

や別
べっ

荘
そう

をもちまし
た。那

な

須
す

野
の

が原
はら

と関
かん

係
けい

深
ぶか

い華
か

族
ぞく

を紹
しょう

介
かい

します。

◀鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

西
せい

洋
よう

の制
せい

度
ど

や文
ぶん

化
か

を
取
と

り入
い

れ、近
きん

代
だい

化
か

を
すすめる国

くに

の政
せい

策
さく

に
より、外

がい

国
こく

の外
がい

交
こう

官
かん

などと交
こう

流
りゅう

するため
につくられた洋

よう

館
かん

。
写
しゃ

真
しん

：社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

 霞
かすみ

会
かい

館
かん

◀洋
よう

食
しょっ

器
き

類
るい

松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

邸
てい

で使
し

用
よう

されていたもの
で家

か

紋
もん

が入
はい

っている。皿
さら

類
るい

はイギ
リス製

せい

。ナイフ、フォーク、スプー
ンなどはフランス製

せい

。

▲華
か

族
ぞく

の洋
よう

装
そう

（左
ひだり

）文
ぶん

官
かん

大
だい

礼
れい

服
ふく

（1925年
ねん

（大
たい

正
しょう

14年
ねん

））。（右
みぎ

）文
ぶん

官
かん

大
だい

礼
れい

服
ふく

と女
じょ

性
せい

のローブ・
デコルテ（レプリカ）。

華
か

族
ぞく

は、国
くに

から支
し

給
きゅう

されたお金
かね

をもとに投
とう

資
し

をするなどして、豊
ゆた

か
な暮

く

らしを送
おく

る人
ひと

が多
おお

くいました。また西
せい

洋
よう

風
ふう

を取
と

り入
い

れる人
ひと

も多
おお

く、
鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

などの社
しゃ

交
こう

場
ば

で外
がい

国
こく

の人
ひと

々
びと

と交
こう

流
りゅう

したり、舞
ぶ

踏
とう

会
かい

でおどった
りと、優

ゆう

雅
が

な暮
く

らしぶりでした。

▲貴
き

族
ぞく

院
いん

のようす
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の帝
てい

国
こく

議
ぎ

会
かい

（現
げん

在
ざい

の国
こっ

会
かい

）には衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と貴
き

族
ぞく

院
いん

があり、貴
き

族
ぞく

院
いん

の議
ぎ

員
いん

になれるのは皇
こう

族
ぞく

や
華
か

族
ぞく

など、特
とっ

権
けん

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

たちだけだった。

乃
の

木
ぎ

希
まれ

典
すけ

（1849~1912）
軍
ぐん

人
じん

、教
きょう

育
いく

者
しゃ

。伯
はく

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

24年
ねん

、狩
かり

野
の

村
むら

石
いし

林
はやし

に別
べっ

荘
そう

を建
た

てる。

平
ひら

田
た

東
とう

助
すけ

（1849~1925）
官
かん

僚
りょう

、政
せい

治
じ

家
か

。伯
はく

爵
しゃく

。
品
しな

川
がわ

開
かい

墾
こん

（のちの傘
かさ

松
まつ

農
のう

場
じょう

）を引
ひ

きつぎ、
品
しな

川
がわ

信
しん

用
よう

組
くみ

合
あい

設
せつ

立
りつ

。

松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

（1835~1924）
政
せい

治
じ

家
か

。公
こう

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

26年
ねん

に千
せん

本
ぼん

松
まつ

農
のう

場
じょう

を
開
ひら

く。

青
あお

木
き

周
しゅう

蔵
ぞう

（1844~1914）
外
がい

交
こう

官
かん

、政
せい

治
じ

家
か

。子
し

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

14年
ねん

に青
あお

木
き

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

大
おお

山
やま

 巌
いわお

（1842~1916）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。公
こう

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

14年
ねん

に加
か

冶
じ

屋
や

開
かい

墾
こん

場
じょう

、34年
ねん

に大
おお

山
やま

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

西
さい

郷
ごう

従
じゅう

道
どう

（1843~1902）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。侯
こう

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

14年
ねん

に加
か

冶
じ

屋
や

開
かい

墾
こん

場
じょう

、34年
ねん

に西
さい

郷
ごう

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

（1835~1888）
官
かん

僚
りょう

。子
し

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

13
年
ねん

に肇
ちょう

耕
こう

社
しゃ

、19年
ねん

に
三
み

島
しま

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。

品
しな

川
がわ

弥
や

二
じ

郎
ろう

（1843~1900）
外
がい

交
こう

官
かん

、政
せい

治
じ

家
か

。子
し

爵
しゃく

。明
めい

治
じ

16年
ねん

に品
しな

川
がわ

開
かい

墾
こん

を開
ひら

く。

華
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

まで 明
めい

治
じ

から 1947 年
ねん

1947 年
ねん

以
い

降
こう

華
か

族
ぞく

華
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

廃
はい

止
し一

いっ

体
たい

化
か

を図
はか

るため
華
か

族
ぞく

を設
もう

ける

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

に
功
こう

績
せき

のあった人
ひと

公
く

家
げ

大
だい

名
みょう

勲
くん

功
こう

者
しゃ

写真：乃木神社蔵

山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

（1838~1922）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。公
こう

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

17年
ねん

に山
やま

縣
がた

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。
写真：山縣有朋記念館蔵

山
やま

田
だ

顕
あき

義
よし

（1844~1892）
軍
ぐん

人
じん

、政
せい

治
じ

家
か

。伯
はく

爵
しゃく

。
明
めい

治
じ

21年
ねん

に山
やま

田
だ

農
のう

場
じょう

を開
ひら

く。
写真：山田資料館蔵
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建
たて

物
もの

にY・Aのデザイン
General Yamagata Memorial Museum

▲２階
かい

寝
しん

室
しつ

。洒
しゃ

落
れ

た雰
ふん

囲
い

気
き

。 ▲ドイツ式
しき

建
けん

築
ちく

構
こう

造
ぞう

の屋
や

根
ね

裏
うら

部
べ

屋
や

。 ▲実
じっ

際
さい

に使
つか

われていたといわれている馬
ば

車
しゃ

。

がた

▲玄
げん

関
かん

。つくられた当
とう

初
しょ

のもの
が今

いま

も使
つか

われている。
▲外

がい

壁
へき

をおおうスレート。
２種

しゅ

類
るい

の形
かたち

がある。
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明
めい

治
じ

貴
き

族
ぞく

のの夢
ゆめ

のの結
けっ

晶
しょう

「洋
よう

風
ふう

別
べっ

邸
てい

」那
な

須
す

野
の

が原
はら

には、近
きん

代
だい

建
けん

築
ちく

の粋
すい

を集
あつ

めた
洋
よう

風
ふう

別
べっ

邸
てい

が点
てん

在
ざい

しています。西
せい

洋
よう

をめざす華
か

族
ぞく

たちが
自
みずか

らの農
のう

場
じょう

内
ない

に築
きず

いた「夢
ゆめ

の跡
あと

」です。

（国指定重要文化財）

青
あお

木
き

周
しゅう

蔵
ぞう

（子
し

爵
しゃく

）が、1888年
ねん

（明
めい

治
じ

21年
ねん

）、青
あお

木
き

農
のう

場
じょう

内
ない

に建
た

てた洋
よう

風
ふう

別
べっ

邸
てい

です。
ドイツ公

こう

使
し

を長
なが

くつとめ、ドイツ貴
き

族
ぞく

の令
れい

嬢
じょう

エリザベートと結
けっ

婚
こん

した周
しゅう

蔵
ぞう

は、
“ドイツ通

つう

”で知
し

られた人
じん

物
ぶつ

。建
たて

物
もの

の設
せっ

計
けい

は、ベルリン工
こう

科
か

大
だい

学
がく

で建
けん

築
ちく

学
がく

を学
まな

ん
だ松

まつ

ヶ
が

崎
さき

萬
つむ

長
なが

で、中
ちゅう

央
おう

棟
とう

３階
かい

の屋
や

根
ね

裏
うら

部
べ

屋
や

の木
き

組
ぐ

みをはじめ、ドイツ式
しき

の建
けん

築
ちく

工
こう

法
ほう

が用
もち

いられています。

大
おお

山
やま

巌
いわお

（公
こう

爵
しゃく

・元
げん

帥
すい

）が大
おお

山
やま

農
のう

場
じょう

内
ない

に建
た

てた、「日
に

本
ほん

館
かん

」とよばれる和
わ

風
ふう

別
べっ

邸
てい

と
洋
よう

館
かん

をあわせもつ別
べっ

邸
てい

です。当
とう

初
しょ

は和
わ

風
ふう

別
べっ

邸
てい

だけでしたが、1905年
ねん

（明
めい

治
じ

38年
ねん

）
ごろ、農

のう

場
じょう

内
ない

で製
せい

造
ぞう

された赤
あか

レンガを使
つか

い、重
じゅう

厚
こう

なつくりの洋
よう

館
かん

が増
ぞう

築
ちく

されまし
た。南

みなみ

側
がわ

正
しょう

面
めん

に切
きり

妻
づま

屋
や

根
ね

の玄
げん

関
かん

を張
は

り出
だ

し、レンガ造
づく

りのアーチをほどこした外
がい

観
かん

が印
いん

象
しょう

的
てき

です。

山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

（公
こう

爵
しゃく

・内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

）が晩
ばん

年
ねん

を過
す

ごした、小
お

田
だ

原
わら

の別
べっ

邸
てい

「古
こ

稀
き

庵
あん

」
にあった洋

よう

館
かん

のひとつ。有
あり

朋
とも

没
ぼつ

後
ご

の1923年
ねん

（大
たい

正
しょう

12年
ねん

）に起
お

きた関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

により崩
ほう

壊
かい

しましたが、翌
よく

年
ねん

、有
あり

朋
とも

ゆかりの山
やま

縣
がた

農
のう

場
じょう

内
ない

（現
げん

在
ざい

地
ち

）に移
い

築
ちく

・再
さい

建
けん

されました。サンルームの外
がい

壁
へき

やドアなどにほどこされたY・A（山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

の頭
かしら

文
も

字
じ

）のデザインが目
め

を引
ひ

きます。

美
うつく

しいドイツ風
ふう

建
けん

築
ちく

Viscount Aoki's Country Villa in Nasu

Duke Oyama's Villa

重
じゅう

厚
こう

な赤
あか

レンガ造
づく

り

▲現
げん

在
ざい

、栃
とち

木
ぎ

県
けん

立
りつ

那
な

須
す

拓
たく

陽
よう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

の農
のう

場
じょう

に大
おお

山
やま

別
べっ

邸
てい

がある。洋
よう

風
ふう

別
べっ

邸
てい

と日
に

本
ほん

館
かん

は、わたり廊
ろう

下
か

でつながっている。
玄
げん

関
かん

ライトの星
ほし

形
がた

レリーフは、陸
りく

軍
ぐん

の星
ほし

をかたどったもの。

▲紺
こん

色
いろ

のすっきりとした洋
よう

館
かん

。庭
にわ

には狛
こま

犬
いぬ

が１つ置
お

かれているが、狛
こま

犬
いぬ

はふつう２つで1
対
つい

。対
つい

となるもう１つは、皇
こう

居
きょ

内
ない

にあるとも伝
つた

えられる。

▲移
い

築
ちく

前
まえ

の青
あお

木
き

家
け

別
べっ

邸
てい

立
りつ

面
めん

図
ず

。
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▲正
しょう

面
めん

玄
げん

関
かん

　瓦
かわら

屋
や

根
ね

の玄
げん

関
かん

ポー
チが突

つ

き出
だ

している。

▲食
しょく

堂
どう

　赤
あか

いじゅうたんにオレンジの照
しょう

明
めい

、ブルーグレー
の壁

かべ

と、重
じゅう

厚
こう

かつ華
はな

やいだ色
いろ

使
づか

い。

▲２階
かい

に上
あ

がる階
かい

段
だん

◀駐
ちゅう

日
にち

アメリカ大
たい

使
し

のライ
シャワー氏

し

がお気
き

に入
い

りだっ
た部

へ

屋
や

。たたみ敷
し

きに暖
だん

炉
ろ

が
ある。

◀天
てん

井
じょう

ライトのレリーフ　まる
で雪

ゆき

の結
けっ

晶
しょう

のような繊
せん

細
さい

なレ
リーフ。部

へ

屋
や

ごとに少
すこ

しずつデ
ザインが異

こと

なる。

▲大
たい

正
しょう

天
てん

皇
のう

と昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

が皇
こう

太
たい

子
し

時
じ

代
だい

に宿
しゅく

泊
はく

されたことのある
由
ゆい

緒
しょ

ある和
わ

室
しつ

。

▲暖
だん

炉
ろ

　ウシやヒツジなど牧
ぼく

場
じょう

の
風
ふう

景
けい

が描
えが

かれたかざりタイル。

▲屋
や

根
ね

裏
うら

に上
あ

がる階
かい

段
だん

▲屋
や

根
ね

裏
うら

部
べ

屋
や

　和
わ

小
ご

屋
や

という伝
でん

統
とう

的
てき

な日
に

本
ほん

建
けん

築
ちく

の工
こう

法
ほう

が用
もち

いられている。

▲バルコニー 　陽
ひ

の光
ひかり

が入
はい

って明
あか

るいガ
ラス張

ば

りの長
なが

いバルコニー。
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明
めい

治
じ

がが薫
かお

るる「松
まつ

方
かた

別
べっ

邸
てい

」をを
大
だい

解
かい

剖
ぼう

！千
せん

本
ぼん

松
まつ

牧
ぼく

場
じょう

地
ち

内
ない

の一
いっ

角
かく

に、木
こ

立
だち

に囲
かこ

まれてひっそりとたたずむ
「松

まつ

方
かた

別
べっ

邸
てい

」。明
めい

治
じ

のおもかげがそのまま残
のこ

る建
たて

物
もの

をお見
み

せします。

松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

（公
こう

爵
しゃく

・内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

）は、
1903年

ねん

（明
めい

治
じ

36年
ねん

）、自
じ

身
しん

が所
しょ

有
ゆう

する千
せん

本
ぼん

松
まつ

農
のう

場
じょう

地
ち

内
ない

に木
もく

造
ぞう

2階
かい

建
だ

ての別
べっ

邸
てい

を建
けん

設
せつ

します。1階
かい

は石
いし

造
づく

り（またはレンガ造
づく

り石
いし

貼
ば

り）、
2階
かい

は木
もく

造
ぞう

板
いた

貼
ば

りの洒
しゃ

落
れ

た建
たて

物
もの

は、
松
まつ

方
かた

家
け

の管
かん

理
り

のもと、昔
むかし

の姿
すがた

をと
どめたまま今

こん　にち

日まで大
たい

切
せつ

に保
ほ

存
ぞん

さ
れています。非

ひ

公
こう

開
かい

の建
たて

物
もの

内
ない

部
ぶ

を
今
こん

回
かい

、特
とく

別
べつ

にご紹
しょう

介
かい

します。

和
わ

と洋
よう

が入
い

り組
く

んだ不
ふ

思
し

議
ぎ

空
くう

間
かん

Duke Matsukata's Villa

玄
げん

関
かん

を入
はい

ると、廊
ろう

下
か

の右
みぎ

手
て

に応
おう

接
せつ

間
ま

と居
い

間
ま

、左
ひだり

手
て

に書
しょ

斎
さい

があり、
玄
げん

関
かん

の正
しょう

面
めん

に食
しょく

堂
どう

が位
い

置
ち

してい
ます。すべて洋

よう

室
しつ

で、天
てん

井
じょう

のレリー
フや照

しょう

明
めい

器
き

具
ぐ

、窓
まど

の意
い

匠
しょう

や昔
むかし

の
調
ちょう

度
ど

品
ひん

など、貴
き

重
ちょう

なインテリア
に目

め

をうばわれます。

1F

2階
かい

は和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

のインテリア
が特

とく

徴
ちょう

。天
てん

井
じょう

の高
たか

いたたみ
敷
し

きの和
わ

室
しつ

に、大
だい

理
り

石
せき

や木
もく

製
せい

の暖
だん

炉
ろ

が備
そな

えつけられて
います。暖

だん

炉
ろ

は部
へ

屋
や

ごとに
デザインがちがう凝

こ

ったつ
くり。サンルームのような
ガラス張

ば

りのバルコニーも
当
とう

時
じ

のまま残
のこ

されています。

2F

▲食
しょく

堂
どう

の壁
かべ

際
ぎわ

にあ
る木

もく

製
せい

のベンチ。
小
こ

ぶりでかわいら
しいデザイン。

▲玄
げん

関
かん

にあるコー
トかけ。鏡

かがみ

やかさ
立
た

てなどがついて
いて多

た

機
き

能
のう

。

▲居
い

間
ま

にある一
ひ と り

人
がけソファ。ほかの
調
ちょう

度
ど

品
ひん

と調
ちょう

和
わ

する
落
お

ち着
つ

いた風
ふう

合
あ

い。

▲居
い

間
ま

の暖
だん

炉
ろ

の上
うえ

のオイルランプ。
ランプの下

した

に油
あぶら

が
入
はい

るつくり。

松
まつ

方
かた

別
べっ

邸
てい

の調
ちょう

度
ど

品
ひん

の
多
おお

くは、昔
むかし

のものが
残
のこ

されています。時
とき

を経
へ

て美
うつく

しい色
いろ

味
み

や
つやが増

ま

した家
か

具
ぐ

な
ど、今

いま

ではめずらし
い昔

むかし

のデザインや形
かたち

のインテリアばかり
です。

▲居
い

間
ま

　食
しょく

堂
どう

と同
おな

じ壁
かべ

の色
いろ

でも、調
ちょう

度
ど

品
ひん

が落
お

ち着
つ

い
た色

いろ

味
み

であたたかみを感
かん

じる部
へ

屋
や

。
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那
な

須
す

野
の

が原
はら

の開
かい

拓
たく

と自
し

然
ぜん

・文
ぶん

化
か

のいとなみなど
も、幅

はば

広
ひろ

く展
てん

示
じ

する施
し

設
せつ

。三
み

島
しま

通
みちつね

庸（子
し

爵
しゃく

・警
けい

視
し

総
そう

監
かん

）の農
のう

場
じょう

事
じ

務
む

所
しょ

跡
あと

地
ち

にあ
ります。
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民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

を中
ちゅう

心
しん

に、地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を
紹
しょう

介
かい

している資
し

料
りょう

館
かん

。傘
かさ

松
まつ

農
のう

場
じょう

事
じ

務
む

所
しょ

の図
ず

面
めん

など、開
かい

拓
たく

関
かん

係
けい

の資
し

料
りょう

も保
ほ

管
かん

さ
れており、複

ふく

製
せい

が展
てん

示
じ

されています。

烏
からす

ヶ
が

森
も り

の丘
お か

（那
な

須
す

塩
しお

原
ばら

市
し

）

▼▶明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

から花
はな

見
み

の名
めい

所
しょ

とし
て知

し

られる烏
からす

ヶ
が

森
もり

の丘
おか

。1885年
ねん

（明
めい

治
じ

18
年
ねん

）、那
な

須
す

疏
そ

水
すい

開
かい

削
さく

の起
き

工
こう

式
しき

が行
おこな

われた地
ち

で
もあります。

開
かい

拓
たく

浪
ろ

漫
まん

をを語
かた

りつぐりつぐ
那

な

須
す

野
の

がが原
はら

のスポットをめぐるのスポットをめぐる
広
こう

大
だい

な那
な

須
す

野
の

が原
はら

エリアには、この地
ち

の歴
れき

史
し

と文
ぶん

化
か

にふれあえる史
し

跡
せき

や施
し

設
せつ

がいっぱい！
四
し

季
き

折
おり

々
おり

の美
うつく

しさを楽
たの

しみながら、明
めい

治
じ

の開
かい

拓
たく

時
じ

代
だい

ゆかりの地
ち

をめぐってみませんか。

御
こ

亭
て や

山
さ ん

緑
りょく

地
ち

公
こ う

園
え ん

（大
おお

田
た

原
わら

市
し

）

那
な

須
す

野
の

が原
はら

の東
ひがし

側
がわ

に位
い

置
ち

し、山
さん

頂
ちょう

（512.9m）に広
ひろ

がる御
こ

亭
てや

山
さん

緑
りょく

地
ち

公
こう

園
えん

からは、那
な

須
す

野
の

が原
はら

の田
でん

園
えん

風
ふう

景
けい

を眺
なが

めることがで
きます。

夏
なつ

春
はる

大
お お

山
や ま

参
さ ん

道
ど う

（那
な

須
す

塩
しお

原
ばら

市
し

）
▲大

おお

山
やま

農
のう

場
じょう

を開
かい

設
せつ

した大
おお

山
やま

巌
いわお

の墓
ぼ

所
しょ

に通
つう

じる参
さん

道
どう

。秋
あき

には、モミジ並
なみ

木
き

が鮮
あざ

やかに色
いろ

づき、
紅
こう

葉
よう

の名
めい

所
しょ

になっています。

秋
あき

西
さ い

郷
ご う

神
じ ん

社
じ ゃ

（大
おお

田
た

原
わら

市
し

）
▼西

さい

郷
ごう

隆
たかもり

盛の実
じっ

弟
てい

で、西
さい

郷
ごう

農
のう

場
じょう

を経
けい

営
えい

した西
さい

郷
ごう

従
じゅう

道
どう

（侯
こう

爵
しゃく

・
元
げん

帥
すい

）を祀
まつ

る神
じん

社
じゃ

。全
ぜん

国
こく

でもめず
らしい彫

ちょう

刻
こく

をほどこした石
いし

造
づく

りの
社
しゃ

殿
でん

が見
み

所
どころ

です。

冬
ふゆ

 那
な

須
す

野
の

が原
は ら

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

（那
な

須
す

塩
しお

原
ばら

市
し

）  矢
や

板
い た

武
たけし

記
き

念
ね ん

館
か ん

（矢
や

板
いた

市
し

）  大
お お

田
た

原
わ ら

市
し

歴
れ き

史
し

民
み ん

俗
ぞ く

資
し

料
りょう

館
か ん

　（大
おお

田
た

原
わら

市
し

）
 那

な

須
す

歴
れ き

史
し

探
た ん

訪
ぼ う

館
か ん

（那
な

須
す

町
まち

）  山
や ま

田
だ

農
の う

場
じょう

事
じ

務
む

所
し ょ

跡
あと

　（山
や ま

田
だ

資
し

料
りょう

館
か ん

）（那
な

須
す

町
まち

）山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

ら当
とう

時
じ

の元
げん

勲
くん

と交
こう

流
りゅう

が深
ふか

く、矢
や

板
いた

市
し

近
きん

代
だい

化
か

の原
げん

点
てん

を
築
きず

いた矢
や

板
いた

武
たけし

の旧
きゅう

宅
たく

。那
な

須
す

野
の

が原
はら

の開
かい

拓
たく

に関
かん

する資
し

料
りょう

も展
てん

示
じ

されています。

旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

からの那
な

須
す

町
ちょう

内
ない

に関
かん

する歴
れき

史
し

を
通
つう

史
し

やトピックで紹
しょう

介
かい

している施
し

設
せつ

。常
じょう

設
せつ

展
てん

示
じ

のほか企
き

画
かく

展
てん

や特
とく

別
べつ

展
てん

などで那
な

須
す

町
まち

ゆか
りの史

し

資
し

料
りょう

や美
び

術
じゅつ

品
ひん

の展
てん

示
じ

も行
おこな

っています。

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

で功
こう

績
せき

をあげた山
やま

田
だ

顕
あきよし

義（伯
はく

爵
しゃく

・司
し

法
ほう

大
だい

臣
じん

）の農
のう

場
じょう

事
じ

務
む

所
しょ

跡
あと

地
ち

にあり、山
やま

田
だ

農
のう

場
じょう

およ
び山

やま

田
だ

家
け

ゆかりの資
し

料
りょう

が展
てん

示
じ

されています。
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明
めい

治
じ

貴
き

族
ぞく

が
描
えが

いた未
み

来
らい

ココ
シル日

に

本
ほん

遺い産さ ん

1

2

3

がた

4

5

三
み

島
しま

通
みちつね

庸が建
けん

築
ちく

した別
べっ

荘
そう

が
前
ぜん

身
しん

。1903年
ねん

（明
めい

治
じ

36 年
ねん

）
に皇

こう

室
しつ

に献
けん

上
じょう

され、翌
よく

年
ねん

、
御
ご

用
よう

邸
てい

が造
ぞう

営
えい

された。

6

乃
の

木
ぎ

希
まれ

典
すけ

（伯
はく

爵
しゃく

・陸
りく

軍
ぐん

大
たい

将
しょう

）が1892年
ねん

（明
めい

治
じ

25 
年
ねん

）に設
せっ

計
けい

した、農
のう

家
か

風
ふう

の別
べっ

荘
そう

。

7

8

9 10

15

品
しな

川
がわ

弥
や

二
じ

郎
ろう

（子
し

爵
しゃく

・枢
すう

密
みつ

顧
こ

問
もん

官
かん

）から譲
じょう

渡
と

された傘
かさ

松
まつ

農
のう

場
じょう

を経
けい

営
えい

した平
ひら

田
た

東
とう

助
すけ

（伯
はく

爵
しゃく

・内
ない

務
む

大
だい

臣
じん

）の墓
ぼ

碑
ひ

。

17

当
とう

時
じ

の原
げん

生
せい

林
りん

が残
のこ

る旧
きゅう

千
せん

本
ぼん

松
まつ

牧
ぼく

場
じょう

、旧
きゅう

三
み

島
しま

農
のう

場
じょう

にま
たがった県

けん

営
えい

の大
だい

規
き

模
ぼ

公
こう

園
えん

。

12

13

14

16

 1884年
ねん

( 明
めい

治
じ

17年
ねん

) に山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

( 公
こう

爵
しゃく

・内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

)が開
かい

墾
こん

した農
のう

場
じょう

跡
あと

。

11
がた

18

19

那
な

須
す

基
き

線
せ ん

（観
か ん

象
しょう

台
だ い

）20

1878年
ねん

（明
めい

治
じ

11年
ねん

）に設
もう

けられた測
そく

量
りょう

基
き

準
じゅん

線
せん

の北
ほく

端
たん

点
てん

と南
なん

端
たん

点
てん

。

21

駅
えき

舎
しゃ

は老
ろう

朽
きゅう

化
か

により取
と

りこわされ、その名
な

残
ごり

の瓦
かわら

が
那
な

須
す

歴
れき

史
し

探
たん

訪
ぼう

館
かん

に展
てん

示
じ

されている。

22

山
やま

田
だ

顕
あきよし

義および山
やま

田
だ

家
け

への謝
しゃ

意
い

を記
しる

した碑
ひ

。

23

戦
せん

後
ご

、那
な

須
す

野
の

が原
はら

に入
にゅう

植
しょく

した旧
きゅう

軍
ぐん

人
じん

や満
まん

州
しゅう

からの引
ひき

揚
あげ

者
しゃ

の厳
きび

しい開
かい

拓
たく

のようすが刻
きざ

まれている。

24

「戦
せん

後
ご

開
かい

拓
たく

」としての金
かね

丸
まる

原
はら

開
かい

拓
たく

の歴
れき

史
し

と、開
かい

拓
たく

初
しょ

代
だい

の氏
し

名
めい

を記
き

す記
き

念
ねん

碑
ひ

。

30

渡
わた

邊
なべ

葡
ぶ

萄
どう

園
えん

は明
めい

治
じ

創
そう

業
ぎょう

の、ブドウづくりから一
いっ

貫
かん

し
て行

おこな

う国
こく

内
ない

でも最
もっと

も古
ふる

いワイナリーのひとつ。

31

1914年
ねん

（大
たい

正
しょう

3年
ねん

）、山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

が青
あお

森
もり

から技
ぎ

師
し

をよ
び苗

なえ

木
ぎ

を植
しょく

栽
さい

したのがはじまりとされている。

25

26

27

28

29

3

17

1

29

20

20

14

がた

4

11
がた

31

7

25

15

26

16

21

謝
し ゃ

恩
お ん

碑
ひ

22

8

27

「拓
た く

魂
こ ん

」24 碑
ひ

28

19

30

18

5

9 10
6

13

23 碑
ひ

12

2

那
な

珂
か

川
が
わ

東と
う 北ほ
く 自
じ 動ど

う 車し
ゃ 道ど
う

東と
う 北ほ

く 新し
ん 幹か

ん 線せ
ん

JR
東と

う 北ほ
く 本ほ
ん 線せ
ん

熊
く
ま

川
か
わ

箒
ほ
う
き

川が
わ

▶p.14

市
し

町
ちょう

の境
きょう

界
かい

河
か

川
せん

国
こく

道
どう

高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

新
しん

幹
かん

線
せん

JR線
せん

歴
れき

史
し

に名
な

を残
のこ

す人
ひと

々
びと

の別
べっ

邸
てい

や、多
おお

くの牧
ぼく

場
じょう

、那
な

須
す

野
の

が原
はら

を
知
し

ることができる博
はく

物
ぶつ

館
かん

や資
し

料
りょう

館
かん

など、那
な

須
す

野
の

が原
はら

には、
31もの開

かい

拓
たく

や華
か

族
ぞく

にまつわる文
ぶん

化
か

財
ざい

があります。
どれも、那

な

須
す

野
の

が原
はら

の貴
き

重
ちょう

な財
ざい

産
さん

です。

栃
とち

木
ぎ

県
けん
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